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2019 年 8 月 27 日に半構造化面接法によるイン
タビューを実施し、授業とそのデザインについ
てのＮ教師の考え方を把握した。その後に、授
業の観察を 8 回実施した（2019 年 10 月 9 日・
16 日・30 日、11 月 6 日・27 日、12 月 4 日・11 日・
18 日）。授業の観察は毎週月曜日としたが、時
間割の組み換え等があり、観察を実施したのは


























公開授業　中学校理科　略案」（2019 年 9 月
19 日実施）から、「章の目標」「指導にあたっ
ての本時の目標」、「本時の指導案（7 時間計画






















































































































































題は 10.5 個 4、③「使える」レベルの学習課題
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